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１
月
４
日
（
水)

、
２

０
０
６
年
み
な
べ
町
成

人
式
が
紀
州
南
部
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
は
昭
和

60
年
４
月
２
日
か
ら
61

年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
男
性
１

０
１
人
、
女
性
１
０
０

人
、
計
２
０
１
人
で
す
。

そ
の
う
ち
成
人
式
に
は

男
性
91
人
、
女
性
85
人
、

計
１
７
６
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
成
人
式
は
前
半
、
後

半
に
分
け
ら
れ
、
前
半

は
式
典
、
後
半
は
集
い

(

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン)

が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
山
田
五

良
町
長
が
「
戦
後
、
平
和

国
家
を
維
持
し
て
き
た

日
本
を
、
こ
れ
か
ら
も

広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ

り
ま
し
た
。

　
集
い
は
、
こ

の
日
の
た
め
に

昨
年
末
か
ら
会

合
を
重
ね
企
画

を
練
っ
て
き
た

成
人
式
実
行
委

永
遠
に
維
持
し
続
け
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
少
子
化
が
進
む
中
、

昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
日
本

の
人
口
が
初
め
て
減
少
し
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
た
ち
に

は
立
派
な
親
と
な
り
一
人
で
も

多
く
子
ど
も
を
産
み
育
て
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
命
の
大
切
さ

を
知
り
、
人
と
し
て
の
道
を
守

り
、
立
派
な
大
人
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
応
援
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
応
え
、
成
人
式
実
行

委
員
会
委
員
長
の
嶋
田
雄
平
さ

ん(

芝
崎)

が
「
こ
れ
か
ら
私
た

ち
は
夢
と
希
望
を
抱
き
、
責
任

あ
る
行
動
の
と
れ
る
大
人
と
な

り
、
美
し
い
故
郷
『
み
な
べ
町
』

を
守
っ
て
い
き
た
い
。で
も
、ま

だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
成
人
全
員
の
記

念
撮
影
、
続
い
て
集
い
が
始
ま

新成人へ応援の言葉を述
べる山田町長

「
♪
ず
っ
と
友
達 

だ
が
時
は
経
ち

変
わ
り
ゆ
く
街
の
中
で 

共
に
育

ち
・
・
」、
最
後
に
全
員
で
人
気
グ

ル
ー
プ
・
ケ
ツ
メ
イ
シ
の
「
ト
モ

ダ
チ
」
を
歌
い
ま
し
た
。

ロシアンルーレットで、たっぷりカラシ入り
のサンドウィッチを食べたのは・・・？

楽しいアトラクションを考えてくれた実行委
員の皆さん。ご苦労様でした。

人気もん投票で第２位に輝いた３人に
インタビュー！「うれしいです！」

22222

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、自
転
車
な
ど

の
豪
華
賞
品
が
た
く
さ
ん
！

中学校時代の恩師も一緒にアトラク
ションを楽しみました。新成人への
祝いの言葉も。

全員そろって記念撮影。
年々、袴姿の男性が増えてきています。

員
会
の
メ

ン
バ
ー
11

人
が
運
営

進
行
し
ま

し
た
。
ロ

シ

ア

ン

ル
ー
レ
ッ

ト
、
新
成

人
の
中
学

３
年
生
当

時
の
担
任
の
先
生
方
８
人
の
お
祝

い
１
分
間
コ
メ
ン
ト
、
人
気
も
ん

投
票
結
果
発
表
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
大
合
唱
・
・
・
と
テ
ン
ポ
良

く
進
み
、
新
成
人
た
ち
も
旧
町
村

の
垣
根
が
と
れ
て
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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１
月
７
日(
土)
、
時
お
り
雪
が

舞
う
中
、
消
防
団
員
２
７
４
人
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
92
人
が
参

加
し
て
、
平
成
18
年
み
な
べ
町

消
防
団
出
初
め
式
が
町
民
運
動

広
場(

気
佐
藤)

で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
式
で
は
、
団
員
に
よ
る
団
旗

入
場
、分
列
行
進
の
後
、川
中
唯

生
団
長(

山
内)

が
「
昨
年
は
世

界
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し

た
。
こ
れ
は
人
ご
と
で
は
な
い
。

団
員
の
皆
さ
ん
に
は
今
年
も
地

域
に
密
着
し
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
に
い
つ
で
も
間
に
合
う
よ
う

訓
練
に
励
む
と
共
に
機
具
な
ど

の
整
備
に
も
気
を
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、山
田
町
長
も「
日
ご
ろ

の
訓
練
が
い
ざ
と
い
う
時
に
役

立
つ
。
34
年
前
の
浅
間
山
荘
事

件
の
と
き
、
人
質
救
出
の
た
め

に
地
元
消
防
団
が
重
要
な
役
目

を
果
た
し
た
。
そ
の
原
動
力
は

日
ご
ろ
の
訓
練
で
あ
っ
た
と
聞

く
。
今
日
は
ま
さ
に
最
初
の
訓

練
。
こ
れ
か
ら
１
年
間
の
活
動

に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、表
彰
式
、新
入
団
員

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
、
広
場
前
の
南

部
川
に
向
か
っ
て
、
各
分
団
に

よ
る
勇
壮
な
一
斉
放
水
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。〔( )

内
は
分

団
名
〕

■
県
消
防
協
会
日
高
支
部
長
表

彰(

10
年
勤
続
表
彰)

　
堂
前
勝(

第
４)

＝
東
岩
代
＝
、

下
﨑
匡
一(

同)

＝
同
＝
、
廣
野

豊(

第
６)

＝
熊
瀬
川
＝
、
大
串

哲
也(

同)

＝
高
野
＝
、
松
井
克

之(

同)

＝
島
之
瀬
＝

■
県
消
防
協
会
会
長
表
彰(

20
年

勤
続
表
彰)

　
締
川
義
男(

第
６)

＝
高
野
＝
、

佐
々
木
庸
夫(

同)

＝
土
井
＝
、

田
中
則
男(

第
７)

＝
清
川
＝

　
ま
た
、
平
成
16
年
度
消
防
功

労
者
表
彰(

永
年
勤
続
功
労
章)

を
受
賞
さ
れ
た
方
が
次
の
通
り

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

■
県
知
事
表
彰

　
西
村
弘
次(

副
団
長)

＝
北
道

＝
、
尾
﨑
剛
通(

第
４
分
団
長)

＝
西
岩
代
＝
、
寺
本
征
一(

第
５

分
団
長)

＝
筋
＝

■
日
本
消
防
協
会
表
彰 

勤
続
賞

(

30
年)

　
藤
川
忠
男(

第
１
分
団
長)

＝

埴
田
＝
、
九
谷
和
彦(

第
２
分
団

長)

＝
北
道
＝
、
荒
堀
和
雄(

第

３
分
団
長)

＝
山
内
＝
、
尾
﨑
剛

通(

第
４
分
団
長)

＝
西
岩
代

＝
、、
新
田
庄
司(

第
３
副
分
団

長)

＝
新
庄
＝
、
冨
士
八
郎(

第

２)

＝
北
道
＝
、
花
光
為
佐
夫

(
同)

＝
同
＝
、
寺
柿
富
男(

第

４)
＝
西
岩
代
＝
、
駒
木
弘(

同)

＝
同
＝
、
岡
﨑
光
雄(

第
５)

＝

熊
岡
＝
、
棒
引
啓
悟(

第
７)

＝

清
川
＝

　
ま
た
、
次
の
退
団
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
長
年
の
ご
苦
労
に
対
し

て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
県
消
防
協
会
会
長
感
謝
状
・

町
長
感
謝
状(

退
職
団
員)

　
藤
六
武(

相
談
役
・
元
旧
村
団

長)

＝
清
川
＝
、
平
井
克
美
（
第

５
副
分
団
長
）＝
晩
稲
＝
、梅
畑

純
雄
（
第
１
）
＝
埴
田
＝
、
谷
川

和
久
（
第
３
）
＝
南
道
＝
、
岡
﨑

光
雄(

第
５)

＝
熊
岡
＝
、
﨑
山

文
男
（
同
）
＝
晩
稲
＝
、
谷
久
男

（
同
）
＝
同
＝
、
水
﨑
剛
久
（
同
）

＝
同
＝
、
西
定
吉
（
第
６
）
＝
東

神
野
川
＝

　
ま
た
、
新
入
団
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

　
宮
﨑
敬
三(

第
１)

＝
埴
田
＝
、

林
圭
一
郎(

第
３)

＝
南
道
＝
、

硲
旭
生(

第
５)

＝
熊
岡
＝
、
嵜

山
真
寛(

同)

＝
晩
稲
＝
、
片
山

清
範(

同)

＝
同
＝
、
竹
中
伸
夫

(

同)

＝
同
＝
、
小
坂
広
明(

同)

＝
同
＝
、
田
中
厚
志(

第
６)

＝

島
之
瀬
＝
、
西
一
馬(

同)

＝
東

神
野
川
＝
、
大
野
拓
志(

第
７)

＝
清
川
＝

    

　           

〔
敬
称
略
〕

77777

功
労
の
あ
っ
た
団

員
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
円

内
は
藤
六
さ
ん

南
部
川
に
向
か
っ
て
各
分
団
の
消
防

車
か
ら
一
斉
に
放
水
さ
れ
ま
し
た
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■
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
の
設

立
に
つ
い
て

　
督
促
な
ど
に
応
じ
な
い
一
部
の

地
方
税
滞
納
者
に
対
し
て
滞
納
整

理
を
進
め
る
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
を
、
県
と
県
内
全
市
町
村
が

協
同
し
て
設
立
す
る
こ
と
に
つ
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

項　　目
議 会 費
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費
土 木 費

教 育 費

歳出合計

補 正 額
19万 8千円

1,549万 5千円

2,475万 4千円

2,089万 1千円

3,292万 8千円

56万円
1,336万 3千円

6,092万 3千円

1億6,911万 2千円

主　　な　　内　　容

地籍調査事業測量委託料  210万円
生涯学習推進基金積立金  1,003万円　ほか
障がい者計画策定委託料  124万 2千円
重度障害児(者)医療費扶助費  467万 1千円
老人保健特別会計へ繰出  1,152万 5千円　ほか
指定ごみ袋作成費  960万 7千円
指定ごみ袋販売委託手数料　335万円　ほか
日本一うめ産地支援事業補助金  △3,163万 5千円
中山間地域等直接支払交付金  5,181万円
岩代東部地区かんがい排水事業工事請負費　965万円　ほか
農業集落排水事業加入負担金
町道維持補修工事請負費  700万円
町道名の内線改良工事請負費  500万円　ほか
南部小学校舎改築実施設計委託料  4,000万円
生涯学習センター改修工事請負費(増額分)  1,700万円　ほか

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
町
指
定
ご
み
袋
の
資
源
ご
み
用

の
中
・
小
袋
と
埋
立
ご
み
用
の
小

袋
を
新
た
に
作
る
た
め
、
条
例
の

内
容
を
改
め
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
日
高
地
方
市
町
村
職
員
研
修
協

議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

　
同
協
議
会
は
昭
和
63
年
、
日
高

郡
内
と
御
坊
市
の
職
員
の
交
流
研

修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
た
め
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
合
併
に

よ
る
加
盟
市
町
村
数
減
少
な
ど
の

た
め
、
平
成
18
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
廃
止
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
補
償
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
と
こ
れ
に
伴
う

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

■
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
合
併
に
よ
り
１
月
１

日
付
で
紀
美
野
町
と
有

田
川
町
が
誕
生
す
る
こ

と
に
伴
い
、
右
の
２
規

約
を
変
更
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
田
辺
周
辺
広
域
市
町

村
圏
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
及
び
こ
れ
に
伴

う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

■
公
立
紀
南
病
院
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
こ
れ
に
伴
う
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　
３
月
１
日
付
で
白
浜
町
と
日
置

川
町
が
合
併
し
新
・
白
浜
町
が
誕

生
す
る
こ
と
に
伴
い
、
右
の
２
規

約
を
変
更
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１

億
６
９
１
１
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
91
億
６
９
０
２
万
３
千
円
と

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
町
指
定
ご
み
袋
販
売

に
伴
う
手
数
料
２
７
４
５
万
円
、

国
庫
支
出
金
５
５
６
万
円
、
県
支

出
金
１
５
４
０
万
１
千
円
、
寄
附

金
１
０
０
３
万
円
、
基
金
か
ら
の

繰
入
金
４
０
３
８
万
２
千
円
、
前

年
度
繰
越
金
４
２
６
３
万
７
千
円
、

町
債
１
９
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
は
左
ペ
ー
ジ
上
の
表
の
通

り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
７

２
２
４
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総

額
16
億
３
１
４
７
万
８
千
円
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
６
９
１

万
３
千
円
、
療
養
給
付
費
等
交
付

金
５
１
７
０
万
円
、
前
年
度
繰
越

金
１
３
５
１
万
９
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
は
、
退
職
被
保
険
者
等
に

か
か
る
医
療
費
５
１
７
０
万
円
、

老
人
保
健
医
療
費
へ
の
拠
出
金
１

０
４
７
万
９
千
円
な
ど
で
す
。

■
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１

億
５
４
５
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
13
億
５
２
０
４
万
円
と
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
老
人
保
健
支
払
基
金

か
ら
の
交
付
金
８
５
４
０
万
３
千

円
、
国
庫
支
出
金
４
６
０
９
万
１

千
円
、
県
支
出
金
１
１
５
２
万
２

千
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

１
１
５
２
万
５
千
円
で
す
。

　
歳
出
は
、
医
療
費
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
39

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
10
億

５
５
６
３
万
５
千
円
と
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
で
す
。

　
歳
出
は
、
報
酬
と
備
品
購
入
費

　
平
成
17
年
第
４
回
定
例
町
議
会(

12
月
議
会)

が
昨
年
12
月
８
日(

木)

か
ら
22
日(

木)

ま
で
開
会
さ
れ

ま
し
た(

会
期
は
15
日
間)

。こ
の
定
例
会
で
は
、一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
16

議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　これまで家庭用指定ごみ袋の資源用は大袋、埋立
用袋は中袋だけでしたが、どちらも小さい袋がほし
いという要望が多く寄せられていました。そのため、
町は12月議会に作成費用を計上して可決されました。
　ただ今、資源用の中袋(30 リットル)・小袋(15 リット
ル)、埋立用の小袋を作成中です。販売は２月下旬ご
ろからの予定です。ぜひご利用ください。
　また、事業系指定ごみ袋についても、資源用の中
袋、埋立用の中袋を新たに販売します。
　それぞれの価格は下記の通りです。

家庭用
資源用

１枚25円(10枚 250円)
１枚18円(10枚 180円)
１枚20円(10枚 200円)
１枚50円(10枚 500円)
１枚60円(10枚 600円)

中袋(30リットル)
小袋(15リットル)

埋立用 小袋(15リットル)

資源用 中袋(30リットル)
埋立用 中袋(30リットル)

事業系

補
正
予
算(

第
１

号)

　
歳
入
歳
出
予

算
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
３
４
５
万
５

千
円
を
減
額

し
、
総
額
３
億

８
２
８
６
万
７

千
円
と
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
一

般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
の
減
額

で
す
。

　
歳
出
は
、
職

員
の
給
料
な
ど
の
減
額
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
２
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
２
５
９
７
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
６
億
６
３
４
４

万
７
千
円
と
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
町
債
２
３
７
０

万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
は
、
管
路
施
設
等
工

事
請
負
費
１
０
０
０
万
円
、

物
件
補
償
費
１
５
０
０
万
円

な
ど
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　地方税の滞納者で、督促や催告に応じない一部の
滞納者に対して、税負担の公平を守るとともに徴収
率の向上を図るため、県と県内全市町村が協同で滞
納整理を進める「和歌山地方税回収機構」が平成18
年4月に設立されます。
　「和歌山地方税回収機構」は、県内の市町村から徴
収の依頼を受け、税法に基づいて財産調査をはじめ、
不動産、預貯金、給与などの差し押さえ処分、差し
押さえ財産の公売処分などを行う徴収専門の組織で
す。徴収業務を厳正に進めるため、弁護士、また国
税徴収官や警察官のＯＢを顧問にして、さまざまな
滞納事案を整理します。
　順序としては、①市町村が対象予定滞納者に債権
移管最終通告を送付します。②期日までに納付意思
が見られない場合、回収機構へ引き継がれ本格的な
滞納整理が行われることになります。
　なお、納税についての相談は役場税務課(℡ 72-
2162)へ。

(

第
１
号)

　
収
益
的
収
入
に
70
万
円
を
追
加

し
総
額
１
億
５
７
４
４
万
４
千
円

に
、
資
本
的
収
入
に
１
６
８
０
万

円
を
追
加
し
総
額
４
７
８
４
万
７

千
円
に
、
資
本
的
支
出
に
３
７
３

８
万
円
を
追
加
し
総
額
７
９
０
２

万
７
千
円
に
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
支
出
は
、
公
共
下
水
道
の
管
路

埋
設
工
事
に
伴
い
水
道
管
を
埋
設

し
直
す
工
事
費
な
ど
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開
設

(

そ
の
一)

工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
㈱
片

家
土
木(

滝)

と
８
２
３
２
万
円
で

締
結
し
た
請
負
契
約
額
に
つ
い

て
、
４
５
０
万
５
千
円
増
額
し
、

８
６
８
２
万
５
千
円
に
変
更
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開
設

(

そ
の
二)

工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
紀
乃

国
建
設
㈱(

清
川)

と
８
７
１
５
万

円
で
締
結
し
た
請
負
契
約
額
に
つ

い
て
、２
７
９
万
３
千
円
増
額
し
、

８
９
９
４
万
３
千
円
に
変
更
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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　みなべ町全体を史跡などの野外博物館
として保存したり、ＰＲしたりする
「フィールドミュージアムみなべ」。その
構想の一環として、和歌山大学が、町教委
や町文化財保護審議会、県文化財セン
ター、紀州語り部の山本賢さん（芝）らの
協力を得て、町内の文化財や見どころを
まとめた散策地図を作製しました。
　地図には、町内の史跡や文化財、名所、
観光地など38か所が写真を添えて掲載さ
れています。また、中世の荘園「南部荘」の形成過程や歴史、それから「日本史早わか
りコース」「謎解きの中世コース」など町内の散策モデルコースも紹介されています。
　なお、地図は町教委(第2庁舎)、商工水産課(第1庁舎)に置いていますので、ご希望の
方はお気軽にとりにきてください。。

　１月15日(日)、みなべ観光協会と梅の里観梅協会、岩代
大梅林観梅協会の皆さん11人と「プララ」と「ウーちゃん」
が、１月22日(日)に開園した「一目百万、香り十里。」南部
梅林と１月28日(土)に開園した「日本一の大パノラマ」岩
代大梅林開園のＰＲのために、ＪＲ天王寺駅（大阪市）で梅
干や入園割引券、チラシなどを配りました。
　梅林のポスターやのぼりを立てただけで人が集まり始め、
2000枚用意したチラシや入園割引券、梅干パック（３粒入
り）、梅の枝などが１時間ほどでなくなる人気ぶりでした。
参加した皆さんは「梅林もこのようににぎわってくれれば
うれしい」と期待を寄せていました。また、「町民の方も気
軽に来てくださいね」と話していました。

大阪でも大人気の「ウーちゃん」(左)と「プララ」(右)

　昨年末から１月にかけて、南部川で渡り
鳥のコハクチョウが確認されました。県内
では５年ぶり、みなべ町では11年ぶりだそ
うで、付近の人たちは、川で泳いだり河原
で歩いたりしている姿を撮影するなど、突
然の珍客に夢中になっていました。
　来町(鳥？)したのは２羽で、お正月の昼
ごろいったん須賀神社前の河原からいなくなりました。しかし、すぐ高速道路南部川大
橋下の共和新橋付近で見つかりました。どうやら、人ざかりから逃げて来たようです。

　近い将来、発生が予測されている東南海・南海地震による津波に備え、
海岸に近い堺区の皆さんが手づくりで高台へ至る避難道を造りました。
　以前からあった通路は道幅が狭い上に、緊急時に高齢者や子どもが通る
には難所だったため、延長約13㍍、幅90㌢の階段を高さ約15㌢ごとに設
置し、登りやすくしました。また、近く手すりも取り付ける予定です。
　この避難道を登ると、自主防災会が設けた１次避難所へたどり着き、そ
こから町指定の避難所へ移動するシステムになっています。
　堺区の取り組みに、町の防災担当者は「堺区のように、皆さんが協力し
あって町づくりに取り組んでいることを心強く思う」と話しています。

　１月19日(木)、岩代小学校５・６年生が、梅料理研究会の岩
本直子さんとJAみなべいなみ職員に教わりながら、12月にしそ
漬けしておいた梅干を取り出して干しました。
　きれいに赤く染まったしそ梅を食べた児童は「しそ梅を作っ
たのは初めてやけど、めっちゃおいしい。白干梅よりしそ梅の
方がおいしい」と言っていました。
　この梅はパック詰めにして、班ごとに作ったオリジナルラベ
ルを貼り、保護者やおじいちゃん、おばあちゃんに販売します。

　１月22日(日)、第1回みなべ町婦人大
会がふれ愛センターで開催され、約250
人が参加しました。合併後はじめて、旧
町村の婦人会員が一堂に会したこの大
会のテーマは「2006年 融和と愛 明る
いまちづくり 女性の手で」。大会では、
南部婦人会、また上南部・高城・清川婦
人会合同の実践発表の後、坂本フジエ
さん(田辺市)の講演「命を愛でる(生と
性)」が行われました。82歳、現役助産
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師の生命への深い愛情に満ちたお話に、参加者はうなずきながら聴き入っていました。

　１月22日(日)、第7回ふるさとおこし日高地方文

化祭(日高地方文化協会協議会主催)が御坊市で行われました。
町内からは銭太鼓 栄クラブが舞台に登場、華麗なバチさばきに
大きな拍手が送られました。また、展示部門には梅の里KAMERA
愛好会の井口喜代美さん(西本庄)、畑山梅泉さん(北道)、津村
武志さん(芝崎)、松本進さん(東吉田)、汐崎啓治さん(東岩代)
がそれぞれ作品を出展しました。
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　「ふれ愛センターの新年は、わしらの門松から始まりや！」。
ほぼ毎日、センター内のふれ愛喫茶でなごやかに鋭気を養って
から仕事にとりかかるというおいやんらが今年もセンターの玄
関へ門松を飾ってくれました。センターが開館以来8年続けて
だそうで、慣れた手つきであっという間に仕上がりました。ち
なみにおいやんらのお名前は、井口清さん、井口正雄さん、竹
田郁夫さん、水﨑駒蔵さん、高田幸治郎さん、辻本春吉さん、道
上義正さん、大久保竹夫さん、大野周次郎さんです。

　１月10日(火)、清川小・中学校の子どもたちが「きしゅう君の
家」を訪問し、日ごろの感謝を伝え今後の協力をお願いしました。
　子どもたちは、木の川、軽井川、大川、名之内地区の各地区ご
とに分かれて集団下校を行い、通学路にある「きしゅう君の家」を
訪れました。子どもたちが「いつもありがとうございます。これ
からもよろしくお願いします」とあいさつすると、きしゅう君の
家の人らも「危険を感じたらすぐに飛び込んできてくださいね」
と答えていました。

　１月15日(日)、芝区の金比羅神社で恒例のどんど焼きが行
われ、区民などが参加しました。
　どんど焼きは、正月のしめ縄を焼いて１年の無病息災を願
う日本の伝統行事で、今日では、区民の親交を深める機会と
なっています。
　午前８時、各家庭から持ち寄られたしめ縄を積み上げ、点
火。参加した人たちは燃え上がる火を囲み、ぜんざいを食べ
たりお神酒を飲んだりしながら、親交を深めていました。

　１月17日(火)、ひかり保育所の赤組(年長)、青組(年中)の園児がお
母さん、お父さんと一緒に陶芸にチャレンジしました。
　園児たちは、園長先生から「粘土に空気が入ってると焼いたときに
割れてしまうのでよく練りましょう」ときいて、「よいしょ！よい
しょ！」と何度も何度も時間をかけて練って、お皿や湯呑み、道具箱、
中には、お父さんのために灰皿を作る園児もいました。
　後日、窯で焼くそうで、園児たちは「早くできないかな～」と出来
上がりをとても楽しみにしていました。
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上南部分館・子ども向け
●子どもに語るアンデルセ
ンのお話( 松岡享子) ●タ
トゥーママ(J･ｳｲﾙｿﾝ)●ちか
い家族とおい家族 東京・ド
ヤ街物語(今西乃子)

ゆめよみ館・子ども向け
●まんまるおつきさまをお
いかけて(ｹﾋﾞﾝ･ﾍﾝｸｽ)●バー
バパパかせいへいく(ｱﾈｯﾄ･ﾁ
ｿﾞﾝほか)●聖マグダレナ・
ソフィア・バラ( 児島なお
み)●ぼくはにんじゃのあや
し丸( 広瀬寿子) ●星新一
ちょっと長めのショート
ショート恋がいっぱい(星新
一)●ぼくのお姉さん(丘修
三)●バーティミアス プトレ
マイオスの門(ｼﾞｮﾅｻﾝ･ｽﾄﾗｳ
ﾄﾞ)●エルデスト上下(ｸﾘｽﾄ
ﾌｧｰ･ﾊﾟｵﾘｰﾆ)●わらべうた
(谷川俊太郎編)●土をつく
る生きものたち(谷本雄治)
　

●浜町河岸の生き神様(佐藤
雅美)●落葉同盟(赤川次郎)
●わたしの普段着(吉村昭)●
３歳で、ぼくは路上に捨て
られた(ﾃｨﾑ･ｹﾞﾅｰﾙ)●スク
ラップ帖のつくりかた(杉浦
さやか)●山内一豊のすべて
(小和田哲男)●脳卒中後の生
活(大田仁史)●やさしい重曹
生活(岩尾明子)●稲干しのす
がた(浅野明)●千住家にスト
ラディヴァリウスが来た日
(千住文子)

 4日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　　おはなし会(14:00～)
 5日(日) 講座「子どもと本の『架け
　　橋役』になろう」(10:30～12:00)
 6日(月) 休館
11日(土) 休館(建国記念の日)
12日(日) 講座「子どもと本の『架け
　　橋役』になろう」(10:30～12:00)
13日(月) 休館
18日(土) おはなし会(14:00～)
20日(月) 休館
25日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　　おはなし会(14:00～)
27日(月) 休館
28日(火) 休館(月末整理日)

　歌舞伎で有名なお話、「義
経千本桜」が絵本になりまし
た。細部まで美しく迫力満点
に描かれた絵と、わかりやす
いストーリーで、歌舞伎の世
界を身近にしてくれます。ぜ
ひ手にとって見てください。
小学校高学年ぐらいから。

俵
　
万
智(

文
藝
春
秋)

　「生きるとは手をのばすこと
幼子の指がプーさんの鼻をつ
かめり」「揺れながら前へ進ま
ず子育てはおまえがくれた木
馬の時間」。母となり、子育て
の驚きと喜びにあふれた、８
年半ぶりの待望の歌集。

一
日
江
戸
人

   

　

上南部分館・大人向け
●沼地のある森を抜けて(梨
木香歩)●石の思い出(A･ﾌｪﾙｽ
ﾏﾝ)●星野道夫と見た風景(星
野道夫・直子)

　先般早逝した漫画家、杉浦
日向子が、江戸に関する愉快
な話や意外な話を得意の漫画
風イラスト満載でつづった、
気楽に読めて、得した気分に
なる一冊。ちなみに物価の安
い江戸では、月に半分も働け
ば女房子どもも養え、米が無
くなれば手ぶらで「米つこう
か、薪割ろうか、風呂焚こう
か」と声を張り上げて歩けば
日銭くらいは稼げたとか。い
い時代でした。

ゆめよみ館・大人向け

 

　
杉
浦
日
向
子

　
　
　
　（
新
潮
社
）

義
経
千
本
桜

文
・

橋
本
治

絵
・

岡
本
嘉
夫

　
　
　(

ポ
プ
ラ
社)

プ
ー
さ
ん
の
鼻

(

商
工
会
館
南
部
川
分
所
内) 

　この春、卒業、進学、就職と新たな一歩を踏み出す若い方も多いことでしょう。
　さて、「若いもんが本を読まんようになった」。折にふれて年上の人たちが漏らすこの
言葉は、「若いときにこそ本を読むべきだった」という自分たちに向けた後悔の言葉で
もあります。みずみずしい感性、好奇心、柔軟な思考。そうしたものを豊かに持ち合わ
せている〈若いとき〉に読書をすることは、後の生き方に大きな実りをもたらすことに
なると思います。若い人たちが読書を日常の何気ない習慣にすれば、きっと、幸せな「本
との出合い」がやって来ることでしょう。
　そこで、若い皆さんに、（社）読書推進運動協議会おすすめの本を紹介します。ゆめ
よみ館にもありますのでぜひ読んでください。

プラネット・リンク編

2 1 世紀、全世界の
キーワードは「もっ
たいない」！

森　達也

誰も教えてくれない
食べものといのちの、
大切な関係

橋本　治

敬語って難しいよね。
でも、これさえ読め
ば、もうこわくない！

ｱﾚｯｸｽ･ﾛﾋﾞﾗ

心の矛盾をひもとき、
新たな自分と出会う
ための25通の手紙

さおだけ屋はなぜ潰れ
ないのか？(山田真哉)、
その日のまえに( 重松
清)、悲しい本(ﾏｲｹﾙ･ﾛｰ
ｾﾞﾝ)、いつかパラソル
の下で(森絵都)、さく
ら(西加奈子)、孤宿の
人上下(宮部みゆき)、優
しい音楽(瀬尾まいこ)、
東京タワー(ﾘﾘｰ･ﾌﾗﾝｷｰ)
などもお薦めです！

清川中学校の生徒たちに、「へええ、
びっくり！」(1年生)、「友だちってな
んだろう？」(2年生)、「夢を持とう」
(3年生)のテーマで本を紹介しました
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12月届出分・敬称略
「おめでた」「おくやみ」とも了承を
いただいた方だけを掲載しています( )

出生
死亡
転入
転出

平成17年 12月末現在（前月比）

男
女
人口
世帯数

  7,085人
  7,769人
 14,854人
4,568世帯

１６人
１１人
１９人
１５人

(－３人）
(＋１２人）
(＋９人）
(＋３世帯）

12月中の異動

(件)(12月 31日現在)

本郷　 104／129(80.6%)(前月比±0)
共和西  28／ 77(36.4%)(前月比＋1)
西本庄 137／264(51.9%)(前月比＋6)
晩稲熊岡 33／ 364( 9.1%)(前月比＋9)

公共下水
599／約1,100

(54.5%)
  (前月比＋7)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

農 業 集 落 排 水
西岩代 108／ 128(84.4%)(前月比±0)
東岩代 141／ 180(78.3%)(前月比＋2)
受領　  33／ 35(94.3%)(前月比±0)
共和東 207／ 260(79.6%)(前月比＋1)

　昨年12月15日(木)、第2回町
内夜間男女混合ソフトバレー
ボール大会が上南部小学校など
で行われました。12チームが参
加して熱戦の結果、Ka-Koデビ
ルズが優勝、安村ボンバーズが
準優勝しました。優勝したKa-
Ko デビルズのメンバーは次の
皆さんです。

　昨年12月23日(金)、第6回スポーツクライミング競技会
がふれ愛センターで行われました。この競技は、センター・
プララホールの壁に垂直に取り付けられたホールドを手と
足だけで頂上まで登っていき、その高さと速さを競うもの
で、当日は36人が参加しました。成績は次の通りです。
●小学校低学年の部　①廣瀬汐美(南小1年)、②真造沙也
香(上小3年)、③大木悠衣(南小1年)、●小学校高学年の部
①桂祐一(上小6年)、②山本将志郎(同)、③庄司晴貴(南小
5年)、●中学生以上の部　①園出朝美(筋)、②汐崎彰彦(東
岩代)、③細川安弘(筋)　　　　　　　　　　　〔敬称略〕

　　　　　　　　　　　　　栗山大介、嵜山友己、人目将
行、小田恵美、亀山良子、金川紗央里、西川和代

　昨年末、阪田政昂さん(芝)が総務大臣
から感謝状を贈られました。阪田さんは
昭和 55 年に旧南部町選挙管理委員に就
任、また59年からは同委員長として、合
併まで明るい選挙推進のため尽力してこ
られたことを賞されたものです。 阪田政昂さん

　このほど行われた第51回青少年読書感想
文全国コンクールの県審査で、南部中学校3
年、上野早紀子さんが最優秀賞に選ばれま
した。日高郡からは上野さんをはじめ3人が
選ばれています。上野さんの作品は他の最
優秀賞作と共に全国審査へ送られます。なお、県審査・中
学校の部へは98校から19,336点の応募がありました。

上野早紀子さん

Ka-Koデビルズの皆さん

スポーツクライ
ミング競技会で
優勝した皆さん
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　この冬、鳥インフルエンザウィルスから感染する新
型インフルエンザの流行が世界的に心配されており、
この広報紙が皆さんのお家に届くころにはもう流行し
ているかもしれません。
　新型インフルエンザは、①誰も免疫を持っていな
い、②交通機関の発達や、日常生活圏の広域化などに
よってウィルスが拡がりやすい、③流行が始まった時
点ではワクチンが間に合わないといった事態も予想さ
れ、流行を完全に防ぐのは難しいとされています。
　ですから、かからないために一番必要なのは、皆さ
ん自身の体力。予防法は普通の風邪やインフルエンザ
と同じですが、きちんと実践して抵抗力のある体をつ
くっておきましょう。

　

乳 幼 児 健 診 (場所 ふれ愛センター)

事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

２月15日(水)
13:10～ 13:30１歳６か月児健診

(平成16年6・7月生まれ)

４ か 月 児 健 診
(平成17年10月生まれ)

３月１日(水)
４ か 月 児 健 診
(平成17年11月生まれ)

12:50～ 13:10

　現在、麻しんと風しんとも、対象者は1歳以上7歳6か月未
満のお子さんで、別々にワクチンを接種していますが、平成
18年4月1日以降は、対象者が下記のように変わり、また接種
も一緒にするようになります。
　◎対象者　生後12か月(1歳)～24か月(2歳)未満の
　　　　　　お子さん、など
　なお、現在の対象者にはくわしい案内を送付します。まだ接
種しておらず、接種を希望される方は3月31日までに済ませ
てください。お問い合わせは、ふれ愛センター 保健師へ。

予　防　接　種 (場所 ふれ愛センター)
事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

２月１日(水) 13:00～ 13:20Ｂ Ｃ Ｇ 予防接種
■対象　生後３か月以上６か月未満までのお子さん。

13:00～ 13:20２月17日(金)風 疹 予 防 接 種
■対象　平成16年12月31日までに生まれた１歳以上７歳
　半までで、まだ接種を済ませていないお子さん。　

※ 風疹、ＢＣＧとも、対象のお子さんには、案内状(問診
　票同封)を郵送します。くわしくは、ふれ愛センター保
　健師にお問い合わせください。

南部保育所(℡ 72-4520)   ３日(金)10:00～ 11:00
上南部保育所(℡ 74-3022) ３日(金)13:00～ 14:00
高城保育所(℡ 75-2044)   ３日(金)13:00～ 14:00
清川保育所(℡76-2251)   　　お　休　み

(問い合わせは、愛之園保育園 ℡72-2371へ)

(旧南部町保健福祉センター)トレーニング教室

3日(金)・10日(金)・17日(金)・24日(金) 18:00～ 21:00

(ふれ愛センターで)
2日(木)・16日(木) 13:30～ 15:00

１ ０ か 月 児 健 診
(平成17年4月1日～15日生まれ)

13:10～ 13:30

12:50～ 13:10

　　田辺赤十字血液センターからお願い

  9:30～ 12:00・13:30～ 16:00

　　　　　　献血の際、恐れ入りますが、本人証明でき
るもの(運転免許証、保険証など)をご持参ください。

役場第１庁舎で

①外出するときは、マスクを着用
する
②外出先から帰ったらうがいを

し、せっけんで
手を洗う
③薄手の服を重ね着し、温度
調節をする

④室温を20℃程度、湿度を60％程度にする
⑤栄養バランスのとれた食事
をする
⑥適度に運動をする

⑦しっかり休養し、疲れを残
さない
⑧できるだけ人混みを避ける
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町の花 町の木

町の魚町の鳥

　平成18年の各区の区長さんが右
表のように決まりました (敬称略)
(世帯数は昨年12月末現在の住民
基本台帳から)。
　新区長さん方には１年間区内の
お世話をはじめ何かと大変と存じ
ますが、どうぞよろしくお願いし
ます。
　なお、1月20日(金)、初区長会が
役場３階会議室で行われ、区長会
長に西岩代区長の尾﨑泰弘さん、
副会長に晩稲区長の木下新一さん
が選ばれました。また、山田町長
から自治振興委員の委嘱状も各区
長さんに手渡されました。

　2月12日(日)、町は、衣類として
人が着られる古着の拠点回収を行
います(無料・指定袋不要)(雨天
の場合は2月19日(日)に延期)。
　まだ十分きれいだけれど、もう
着ることはないという衣類があり
ましたら、透明か半透明の袋に入
れてだしてください。
　来年度以降、古着のリサイクル
ルートを確保するために試験的に
実施するもので、くわしくはこの
広報紙と一緒にお届けしたチラシ
をご覧ください。
　問いあわせは環境課へ。

担当  総務課℡72-2015

字　名
堺

埴 田
片 町
新 町
北 道
南 道
芝

芝 崎
東 吉 田
気 佐 藤
新 庄
千 鹿 浦
山 内
東 岩 代
西 岩 代
谷 口
筋

徳 蔵
熊 岡
晩 稲
東 本 庄
西 本 庄
滝

熊 瀬 川
高 野
土 井
市 井 川
広 野
島 之 瀬
東神野川
木 ノ 川
軽 井 川
大 川
名 之 内

区　長　名
濱 本 　 勲
新 﨑 康 一
橋 本 徹 雄
戸 田 通 弘
望 月 和 夫
髙 田 敬 三
越 本 　 修
宮 津 伸 蔵
青 木 善 一
三 川 正 一
新 田 庄 司
山 下 長 数
形 部 榮 一
中 本 繁 之
尾 﨑 泰 弘
今 木 國 隆
井 出 　 弘
人 目 公 一
安 井 忠 雄
木 下 新 一
岡 﨑 賢 一
栗 山 良 材
田 中 照 雄
平 　 定 良
大 前 　 崇
寒 川 　 進
西 川 裕 二
平 野 達 也
田 中 真 二
舩 山 　 勇
中 瀬 住 夫
岡 　 菊 夫
鈴 木 規 夫
仁 木 　 豊

世帯数
２４０
５０１
１８７
８７

２３３
１１８
１７２
３６０
２３８
６１
７７
５５

１９５
１６３
１２７
９７

１１６
６９
６４

２８３
２４８
２０４
１２９
４１
８５
３０
４５
２０
３５
５１
５７
７２
４８
６０

担当  環境課℡72-3111

1月20日(金)、平成18年の初区長会が開催されました
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町 民 課
保 険 課
税 務 課
環 境 課
水 道 課
出 納 室
共通ＦＡＸ
総 務 課
商工水産課
企画管財課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
町民課窓口
う め 課
農 林 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
地籍調査課
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課窓口
Ｆ Ａ Ｘ
下 水 道 課
Ｆ Ａ Ｘ
学校教育課
生涯学習課
共通ＦＡＸ
中央公民館
Ｆ Ａ Ｘ

72-2161
72-2544
72-2162
72-3111
72-3085
72-2596
72-3893
72-2015
72-1337
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-2400
74-3276
74-3275
74-3277
74-2367
74-3335
74-3347
74-3337
74-8013
72-5252
72-5610
72-3605
72-4187
74-2191
74-3134
74-3621
74-3334
74-2418

本 庁 舎

第２庁舎

はあと館

生涯学習
センター

１階

２階

１階

２階

１階

１階

２階

１階

庁　　　舎 所　　属 電話番号

浄化センター １階

（直通電話）

３階

役場への電話は、代表番号(72-
2015)へかけると転送する時間がかかり
ますので、できるだけ用事のある課の直
通番号へかけてください。

(第2庁舎隣)

(本庁舎隣)

住民会館(青少年センター)
高城公民館（高城支所）
清川公民館（清川支所）
南部公民館
南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館上南部分館
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 72-4141
℡ 75-2455
℡ 76-2250
℡ 72-1400
℡ 72-2127
℡ 72-1410
℡ 74-2820
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

　国民年金は、現在の高齢者の生活を支え、かつ自らの老後の生活をも保
障するという仕組みです。そのあり方についてさまざまな論議がなされて
いますが、それでも次のような点で有利、確実な制度であることは間違い
ありません。
①終身保障　　生涯にわたって年金を受けることができます。
②障害年金・遺族年金を受け取れる　　もし病気や事故で障害が残ったと
　きには障害年金、一家の働き手が亡くなったときには遺族年金を受け取
　ることができます。
　(ただし、①②とも必ず国民年金制度に加入して、きちんと保険料を納
　めていることが必要です)
③国が年金の３分の１を負担　　受け取る年金(基礎年金)の３分の１を国
　が負担しています。（負担率は平成21年度までに２分の１になる予定）
④保険料は全額、社会保険料控除の対象　　払った保険料は全額、所得税
　の確定申告や町県民税の申告の際、社会保険料控除として認められます。

担当  町民課℡72-2161

　保険料をまとめて支払うと割引される前納制度があります。超低金利が
続く今、大変お得です。ぜひご利用ください。
　例えば、平成17年度(月額13,580円)は次の通りでした。
◎１年分前納した場合→160,070円
　毎月々の納付(13,580円×12か月＝162,960円)より2,890円お得。
◎半年分前納した場合→80,820円
　毎月々の納付(13,580円×6か月＝81,480円)より660円お得。1年では
　1,320円お得。

　口座振替の場合、当月分保険料を当月末に、例えば4月分を4月末に振
り替えする口座振替早収割引制度を利用すると、1か月あたり40円が割
引されます。1年間にすると480円のお得です。
　なお、利用される場合、初回のみ前月分と当月分が一緒に引き落とされ
ますのでご注意ください。

　　
　前納制度と口座振替早収割引制度を併用するとさらにお得です。例え
ば、平成17年度では１年前納の場合、前納割引2,890円とさらに530円
が割引され、合計3,420円のお得になりました。
　なお、口座からの1年前納や4月～9月分の6か月前納を希望される場
合、3月上旬までに金融機関、郵便局、社会保険事務所へお申し込みくだ
さい。
　くわしくは、田辺社会保険事務所(℡24-0321)、町民課国民年金係へ。

　平成18年度の国民年金保険料は原則として月額280円引き上げられ
て月額13,860円となる予定です。上記のようなことをご理解いただき
納付をお願いします。
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　みなべ町うめ
21 研究センター
(東本庄)は、町独
自で梅に関する
研究や栽培など
全般に取り組ん
でいる、全国で唯
一の施設であり、
実質共に町の象徴です。
　センターは合併前から梅農家の後継者を研修生とし
て受け入れしており、これまで６人が「梅のプロ
フェッショナル」として巣立ちました。
　センターでは来年度も研修生の受け入れを行います。
　対象は、学校を出てすぐに就農する、または就農し
ているが、梅について基礎的な栽培管理やその生理に
ついて勉強したいと思っている若者です。
　熱意ある若者の応募をお待ちしています。

◆研修内容
　将来、地域の指導的立場に立ちうるような人の養成
を主眼としています。
① 梅栽培の基本管理を技術指導します。また、梅の基
　礎的データの調査もその都度行います。
② ①で学んだことを生かす圃場での実習、機械の整備
　や操作に関する実習など
◆研修場所　うめ21研究センター
◆研修期間　平成18年4月～平成19年3月まで1年間
◆募集人員　若干名
◆募集期間　3月10日(金)まで
◆応募資格　町内在住のおおむね25歳以下の若者
◆応募先　　うめ課、うめ21研究センター
◆必要書類　履歴書(市販品で可)
◆選考方法　書類審査、面接
　くわしくは、役場うめ課か、うめ21研究センターへ
お問い合わせください。

担当  うめ課　℡74-3276
 うめ21研究センター
　　　　℡74-2300

　平成15年4月1日現在で次の年金
給付の受給権を有する戦没者など
の妻、父母・祖父母に特別給付金が
支給されます。
◎恩給法による公務扶助料・特例
扶助料、◎戦傷病者戦没者遺族等
援護法による遺族年金・遺族給与
金(公務傷病、または勤務関連傷病
による死亡を支給事由とするも
の)、◎旧令共済組合特別措置法の
殉職年金　など
　ただし、父母・祖父母について
は、戦没者死亡後から平成15年3月
31日までの間に「氏」を同じくする
子、または孫(自然血族)を有する
に至らなかったこと。
　請求期限は、今年3月31日(金)ま
でです。期限を過ぎると、時効に
よって権利が消滅し、特別給付金
を受けることができなくなります。
　くわしくは、健康福祉課(ふれ愛

担当  健康福祉課℡74-3337

センター内)か、県福祉保健総務課
援護班(℡073-441-2476)へ。

　「グループで学び合って、健全で
合理的な家計運営を実現しません
か？」。
　県金融広報委員会が、「金融学習
グループ」を募集中です。
　暮らしに身近な金融経済知識や
生活設計などを自主的に学んでい
ただこうというもので、委員会か
らは勉強会などの費用の助成や講
師の派遣、資料の提供などを行い
ます。〔1年間の助成は(最高)81,000
円・活動期間は原則として3年間〕。
　グループの人数は10～20人ぐら
いで、すでにあるグループでも、新
たに結成してもかまいません。
　応募と問い合わせは、2月10日(金)
までに役場商工水産課へ。

担当  商工水産課℡72-1337

1919191919

　長い伝統とわが国最大規模を誇
る公募展「第37回日展(大阪展)」が
次の通り開催されます。今回も田
中紀子さん(東吉田)の作品が出展
されます。お誘い合わせておでか
けください。
■とき　2月25日(土)～3月26日(日)
■ところ　大阪市立美術館(℡06-
6771-4874、天王寺公園内)
■観覧料　一般1,000円、高大生700
円、中学生以下と障害者手帳など
をお持ちの方は無料
　くわしくは、大阪市立美術館へ。
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　今年も申告の時期になりました。
町は2月16日(木)～3月15日(水)まで
右表の通り申告の受付を行います。
　農業、漁業、営業などの方、源泉
徴収をしていない事業所に勤めてい
る方、配当取得や不動産所得、一時
所得があったなどの方は忘れずに申
告してください。所得税の確定申告
をすれば、改めて町県民税の申告を
する必要はありません。
　国民健康保険に加入している方
は、もし申告しないと国保税額の決
定などに不都合が生じることもあり
ますので必ず申告してください。
　確定申告書はご自分の所得金額や
納税額を申告する重要な書類です。
責任をもって自分で作成(自書申告)
していただきますようお願いしま
す。
　なお、個人事業者の消費税の申告
は3月31日(金)までです。

　所得税と贈与税の納税も3月15日
(水)までです。預金口座からの振替
納税を利用していただくと、振替納
付日は4月20日(木)です。なお、消
費税の納税は3月31日(金)までです。
振替納税を利用していただくと、振
替納付日は4月27日(木)です。

会　　　場
高城公民館１階会議室

〃
〃

清川公民館１階会議室
〃
〃

みなべ町役場３階会議室
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業　　種
農業・営業・その他

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

漁業・農業・営業
農業・営業・その他

〃
漁業・農業・営業

〃
農業・営業・その他

〃
〃

漁　　業
〃
〃

漁業・農業・営業
農業・営業・その他

〃
全　　業　　種

〃
〃

地　　区

新町・北道・南道
東本庄
谷口・筋・徳蔵
千鹿浦・山内
　

　

東吉田・熊岡

片町・芝崎
西本庄

全地区

木ノ川・軽井川・
大川・名之内

滝・熊瀬川・高野・
土井・市井川・広野・
島之瀬・東神野川

■堺地区、東西岩代地区への出張相談は、今回から廃止させていただきま
　した。ご了承ください。なお、高城地区、清川地区への出張相談は2月
　16日以前に行います。
■各会場の受付時間は、みなべ町役場(第1庁舎)が午前９時～午後４時30
　分、高城公民館と清川公民館が午前９時～午後３時30分です。
■　　　　印の日は、税理士、御坊税務署員による出張相談もあります。

●

晩稲・気佐藤
・新庄

東岩代・西岩代

埴田・芝

堺

担当  御坊税務署 ℡0738-22-0695・税務課 ℡72-2162

　月　日
2月 13日(月)
2月 14日(火)
2月 15日(水)
2月 13日(月)
2月 14日(火)
2月 15日(水)
2月 16日(木)
2月 17日(金)
2月 20日(月)
2月 21日(火)
2月 22日(水)
2月 23日(木)
2月 24日(金)
2月 27日(月)
2月 28日(火)
3月 1日(水)
3月 2日(木)
3月 3日(金)
3月 6日(月)
3月 7日(火)
3月 8日(水)
3月 9日(木)
3月 10日(金)
3月 13日(月)
3月 14日(火)
3月 15日(水)

　給与所得者で、給与所得のほか
に家賃収入や配当所得などがあっ
た方、また、医療費、雑損、住宅
取得借入金などの控除を受けよう
とする方も申告してください。な
お、平日に休みが取れない方のために、2月26日(日)午
前９時～午後４時まで、みなべ町役場(第1庁舎)で申告
を受け付けますのでご利用ください。

　2月21日(火)に税理士による申告相談が、2月24日(金)、
3月1日(水)、3日(金)には御坊税務署員の出張相談が、そ
れぞれみなべ町役場３階会議室で行われます。譲渡所
得(土地などの売買)、または消費税の申告をされる方
はこの出張相談日に来ていただいても結構です。

　申告に関することは、御坊税務署、役場税務課へお気
軽にお問い合わせください。

1818181818



　2月1日(水)～28日(火)の間、コミュ
ニティバスの運行ルートが晩稲地
区で一部変更になります。南部梅
林開園の時期、交通規制により一
部区間が一方通行になるためです。
　変更期間中、「常楽」と「下ノ尾
口」の間は、「晩稲会館前」→「み
かえり坂」を通らず、下記のような
ルートになります。
　「常楽」→県道～町道古川下ノ尾
線→「下ノ尾口」(農協晩稲出張所
前を通るルート)
　くわしくは企画管財課へ。

　岩代大梅林で日本一の大パノラ
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をカメラに収めてみなべの特産品を
当てよう! 作品はカラープリント四
ツ切、またはワイド四ツ切(組写真
不可)、応募締切は3月17日(金)です。
　応募先と問い合わせ先は、岩代大
梅林観梅協会(℡72-4166)か、みな
べ観梅協会(事務局は役場商工水産
課、℡72-4949)。

　いじめ、体罰、不登校、虐待など
子どもの人権にかかわる問題につい
て、専門委員が電話で相談を受ける
「子どもの人権110 番」(和歌山地方
法務局人権擁護委員室内、℡073-
425-2704)が2月15日(水)～17日（金）
まで開設されます(9:00～17:00)。
　無料で秘密は厳守されます。もし
お困りのことがあれば、ご遠慮なく
ご相談ください。
　なお、2月20日(月)以降も、月～金
曜日8:30～17:00、同じ番号で相談
に応じます(祝日除く)。

担当  環境課℡72-3111

(単位：トン)

　コミュニティバスとデマンドタ
クシーの第1 期試行運行も昨年10
月から始まっています。10月～ 12
月の利用状況をお知らせします。
■コミュニティバス　10月202人、
11月219人、12月248人
　乗客は少しずつながらも増えて
きています。特に鶴の湯温泉への
利用が増えています。1月から日曜
日も運行しており(運休日は火曜
日)、さらに増加が見込まれます。
■デマンドタクシー
◎山間部(高城・清川など)　10 月
136人、11月212人、12月263人
◎岩代地区　10月7人、11月30人、
12月26人
　山間部での利用は、通院に買い
物にと好評です。岩代地区での利
用もある程度固定してきています。
　なお、第1期試行運行は今年3月
末まで行われ、4月からは第2期試

担当  企画管財課℡72-2142

行運行が始まります(今年9月末ま
で)。第2期は第1期の検討結果を基
に改善した運行内容となります。

　昨年10月、有料指定袋によるごみ収集が始まり4か
月が過ぎました。ここで10月～12月の収集量を、平
成16年度と比較してお知らせします。燃やすごみは平
成16年度からほぼ半減、新たに始まったプラスチック

類は10トン～14トン収集され、雑誌・ざつ紙は毎月
ほぼ倍増しています。これは、「より分別と資源化を」
と皆さんが努力してくださっているおかげと感謝して
います。これからもどうぞよろしくお願いします。

雑誌・ざつ紙

10.2→27.0 16.3→31.4 15.6→30.8

10月 11月 12月

10月 11月 12月
ペットボトル

1.5→3.1 1.0→2.7 1.1→1.8

紙パック
10月 11月 12月

0.2→0.7 0.1→0.7 0.2→1.1

トレイ
10月 11月 12月

0.7 0.6 0.7

新聞紙
10月 11月 12月

5.4→9.2 9.9→24.6 14.2→16.1

段ボール
10月 11月 12月

22.4→14.5 22.7→12.0 26.2→15.7

空きビン
10月 11月 12月

21.3→6.8 20.8→8.2 23.6→12.0

空き缶・金属類
10月 11月 12月

20.5→7.1 17.1→6.4 23.1→9.8

10.9 10.4 14.3

10月 11月 12月
プラスチック

323.7
→156.0

321.1
→175.3

333.7
→189.5

燃やすごみ

10月 11月 12月

埋立ごみ
10月 11月 12月

9.6→2.0 12.0→5.5 11.0→9.0
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■人権■人権■人権■人権■人権・・・・・行政行政行政行政行政・・・・・登記相談登記相談登記相談登記相談登記相談　◆とき 2
月 9 日(木)午後１時30 分～３時30
分、◆ところ　役場第１庁舎(芝) 〔人
権→人権擁護委員がお受けします。
行政→行政相談員が国・県・町など
への苦情や要望についてお受けし
ます。登記→和歌山地方法務局田
辺支局職員がお受けします〕
■暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談(((((みなべ町みなべ町みなべ町みなべ町みなべ町
社協社協社協社協社協)))))　◆とき   毎週月～金曜日午
前9時～午後4時、◆ところ はあと館
(旧町保健福祉センター)
■教育相談教育相談教育相談教育相談教育相談(教育相談員)　◆とき
毎週月～金曜日午前9時～午後5時、
◆ところ 青少年センター(住民会館)
■育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談(保健師)　
◆とき 毎週金曜日午前9時～12時、
◆ところ ふれ愛センター

２月の県シルバー２月の県シルバー２月の県シルバー２月の県シルバー２月の県シルバー110110110110110 番番番番番
　毎月、県高齢者総合相談センター
(和歌山市、和歌山ビッグ愛)で行
われている専門家による相談事業。
◆法律(弁護士)17日(金)午後、◆医療
(医師)16日(木)午後、◆年金(社会保
険労務士)14日(火)午後、◆税金(税理
士)21日(火)午後、◆食生活・栄養(管
理栄養士)24日(金)午後、◆健康・保
健(保健師)9日(木)・23日(木)午前
　法律(弁護士)は予約制で面接相
談。法律・年金相談以外は電話相談
も可。くわしくは、同センター ℡
073-435-5212へ。センター職員に
よる一般相談、職業相談・職業紹介
も毎週月～金曜日行われています。

(無料・秘密厳守)

２２２２２月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談
◆6日・13日・20日・27日→午後７時
まで年金相談窓口の受付時間延長
◆11日(第2土曜日)→午前８時30
分～午後４時、年金相談窓口開設。
くわしくは、同事務所(田辺市朝日ヶ
丘 ℡24-0321)へ。

２２２２２月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談
◆ 17 日(金)午後１時30分～３時30
分。南部公民館(片町)で、相談員が
求人情報を提供、また求職の相談を
受けます。くわしくは、同ハローワー
ク(田辺市朝日ヶ丘 ℡22-2626)へ。

③申請書の宛名
　みなべ町長  山田五良
④申請区分　
(1)建設工事
(2)測量・建設コンサルタント業務
など
(3)物品製造など(物品販売、施設の
管理業務、ほか)
⑤申請資格　次のいずれかに該当す
る方は申請資格がありません。
◎申請時に諸税を滞納している者、
◎建設工事にあっては、建設業法の
規定に基づく許可を受けていない
者、◎測量・建設コンサルタントな
ど業務にあっては、営業に関し法律
上必要とされる登録を受けていない
者、◎営業に関して、当該許可、認
可などを得ていない者、ほか
⑥提出書類　国の統一様式に準じ、
サイズはＡ４とし、Ａ４版フラッ
トファイルに綴じてください。
ファイルの色は次の通りです。
(1)建設工事→青色
(2)測量・建設コンサルタンツ業務
など→緑色
(3)物品製造など→桃色
　なお、提出書類に不備がある場
合、受付はしません。
⑦有効期間　
(1)建設工事→平成18・19年度
(2)測量・建設コンサルタンツなど
→平成18年度のみ
(3)物品製造など→平成18年度のみ

　旧南部川村出身、(社)全国農業共
済協会長 竹中美晴さんを講師に迎
え、みなべ町農業者講演会が次の
通り開催されます。お誘い合わせ
てご来聴ください。
■とき　2月24月(金)午後3時～
■ところ　ふれ愛センター

　平成18年度に町が発注する建設
工事、測量、建設コンサルタント業
務など、また物品の製造や販売、買
入、役務の提供などの入札に参加
を希望される町内の業者は、次の
要領で申請書を提出してください。
なお、提出していただけない場合
は、町が執行する入札に参加する
ことができません。
　ただし、測量、建設コンサルタン
ト業務と物品製造については、昨
年提出していただいた業者は平成
18年度も有効となっていますので、
今回提出する必要はありません。
①受付期間　3月1日(水)～3月31日
(金)(土日、祝日を除く)　受付時間は午
前8時30分～午後5時15分(正午～
午後1時は除く)
②受付場所　役場企画管財課

　20歳以上の国民の中から無作為に選ばれた方たち
に裁判員として裁判に参加してもらう「裁判員制
度」が平成21年5月までに始まります。
　裁判員に選ばれた方には刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪か
どうか、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもら
います。法律の専門家でない国民が刑事裁判に参加し、その感覚が裁判
の内容に反映されることによって、裁判が身近で分かりやすいものとな
り、司法に対する国民の信頼が高まることが期待されています。
　裁判員制度について、くわしくは和歌山地方検察庁田辺支部へ。

問合  和歌山地方検察庁田辺支部℡22-0692

担当  企画管財課℡72-2142

担当  農林課℡74-3275
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■清川保、子どもヘルシー講座
■白梅幼、新入園児説明会

■高城小、ドッジボール集会
■人権・行政・登記相談(13:30
～・役場第１庁舎)
■町内女子ソフトバレーボール
大会(19:30 ～・上南部小体育
館)(出場申込は6日まで各公民
館へ)

　 　■子どもの人権110番(℡
　　　073-425-2704)開設(～
17日まで)
■白梅幼、園外保育
■南部幼 年中・年少、生活発表会
■南部小、子ども銀行
■上南部小、交通安全街頭指導
■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～・愛之園保)
■4か月児健診(H17年10月生
まれのお子さん)(12:50～・ふ
れ愛センター)、1歳6か月児健
診(H16年6・7月生まれのお子
さん)(13:10 ～・ふれ愛セン
ター)

　　■町県民税の申告・所得税
　　 の確定申告受付開始（くわ
しくは18ページをご覧ください）
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)
■清川保、園外保育(南部梅林
へ遠足)
■上南部小、梅林写生
■南部小、不審者対策避難訓練
■高城中、ＡＮＴ校内発表会
■上南部中3年生、お別れ遠足

■高城保・梅林遠足
■風疹予防接種(13:00～・ふれ
愛センター)
■ハローワーク田辺巡回相談
(13:30～・南部公民館)

　　 ■南部幼年長、生活発表会
　　 ■ひかり保、マラソン大会
■愛之園保すみれ組、ミニミ
ニ旅行(かわべ天文公園)
■南部梅林、野点(10:00～)、シ
ンガーソングライター古家 学・
スペシャルライブ(12:00開演予
定)、お楽しみクイズ大会(13:00
～)
■岩代大梅林、音楽祭(11:30～、
南部中吹奏楽部・みなべジュニ
アバンド)、もちつき(14:30～)
■岩代大梅林へハイキング＆
写生会(参加申込は10 日まで
各小学校へ)(くわしくは生涯
学習課℡74-3134へ)

■南部幼、新入園児体験入園
■高城中、新入生体験入学・保
護者説明会
■清川中、新入生説明会
■南部中２年、心肺蘇生法講
習会

　　　■税理士による無料申告
　　　相談(9:30～12:00・13:
00～16:00、役場第1庁舎)
■南部保、避難訓練
■岩代小高学年、読み聞かせ
■こひつじランド星の子広場(1
～4歳)(10:00～・ふれ愛セン
ター)
■上南部小、ＰＴＡ授業参観
■上南部中、入学説明会
■高城中、三者面談(～27日)

■高城保、保育参加(参観)
■南部小、新入児体験入学
■岩代小、児童会演説投票

　　■高城保、避難訓練(火災)
　　■上南部保、音楽発表会
(予定)
■上南部小、児童会役員選挙

■岩代大梅林、炭琴・大正琴コ
ンサート(13:00～)
■梅の里ジュニアバレーボー
ル大会(～ 26日)

■みなべ町文化賞・スポーツ賞
授賞式(ふれ愛センター)

■南部小６年、授業参観

■清川小、開校記念日
■南部保・上南部保・高城保・清
川保・ひかり保・愛之園保、節分
豆まき
■南部幼、白梅幼、節分豆まき
■岩代小・上南部小、節分集会
■保育所開放・節分まつり(南
部保10:00～・上南部保13:00
～・高城保13:00～)
■こひつじランド子育てサークル ベ
ビーちゃんのお母さん＆マタニ
ティー＊サロン(10:00～・愛之園保)
■南部小6-2組、なかよし作業所
見学
■南部小6年保護者、学級懇談
会・中学校入学説明会

２月は
◆冬の省エネキャンペーン開
始(～3月31日)
◆省エネルギー月間
◆北方領土返還運動全国強調
月間(北方領土の日は7日)
◆生活習慣病予防週間(1日～
7日)

■南部幼、避難訓練(地震)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)
■南部小6-1組、なかよし作業
所見学

■愛之園保、避難訓練

■上南部小、馬頭琴演奏会
■上南部中、(1・2年)保護者面
談(～3月1日)
■「絵本を作ろう」(13:30～・
こひつじランド)

    ■古着の拠点回収（高城
　　 公民館 8:00～9:00、清
川球場 9:30～10:30)(役場第
2庁舎駐車場 8:00～9:00、役
場第1庁舎駐車場 9:30～10:
30）(雨天の場合は19日に延期)
■ゆめよみ館講座「子どもと
本の『架け橋役』になろう」
(10:30～・ゆめよみ館)
■高城小、授業参観・学級懇談会
■南部梅林、上南部中生徒によ
る紀州梅林太鼓演奏(11:00～・
13:00～)、もち投げ(14:00)
■岩代大梅林、よさこい踊り
(12:00～)、梅の種飛ばし大会
(13:00～)

　　■ゆめよみ館講座「子ども
　　と本の『架け橋役』になろ
う」(10:30～・ゆめよみ館)
■岩代大梅林、獅子舞(11:30～・
13:00～)、もちつき(12:00～)
■南部梅林、もち投げ(14:00)

■こひつじランド第10 回育児
講座 親子クッキング(10:00～・
ふれ愛センター)
■岩代小低学年、読み聞かせ
■南部小、なわとび大会
■清川小、喫煙防止授業

　固定資産税(4期)/ 国
民健康保険税(8期)／介護保険
料(普通徴収8期)

　　■南部高校・目指せスペ
　　シャリスト公開授業・研
究発表会(9:00～16:15)
■南部幼、絵本の読み聞かせ
■こひつじランド星の子広場
(0～1歳)(10:00～・ふれ愛セ
ンター)
■献血(9:30～12:00・13:30～
16:00、役場第1庁舎)
■岩代小、縄跳び集会
■上南部中3 年生、三者面談
(～24日)

町入札参加資格審査申請受付開始
（～3/31・役場企画管財課）（くわ
しくは16ページをご覧ください）

■4か月児健診(H17年11月生ま
れのお子さん)(12:50～・ふれ愛
センター)、10か月児健診(H17年
4月1日～15日生まれのお子さん)
(13:10～・ふれ愛センター)

■高城保、来年度入所説明会
■ハローワーク田辺巡回相談
(13:30～・南部公民館)
■高城小・中、起震車体験
■南部保、絵本の読み聞かせ・新入
園児説明会
■こひつじランド星の子広場(1 ～
4歳)(10:00～・役場第１庁舎)

■２歳６か月児歯科健診(H15年
8・9月生まれのお子さん)(13:
00～・ふれ愛センター)

■紀南文化祭(紀南文化会館)■人権・行政・登記相談(13:30
～・ふれ愛センター)

■10か月児健診(H17年 4月16
日～30日・5月生まれのお子さ
ん)(13:00～・ふれ愛センター)

■田辺社会保険事務所で年金相
談窓口開設(8:30～16:00)
■岩代大梅林、ダブルダッチ体
験(11:00～)、獅子舞(11:30～・
13:00～)
■南部梅林、梅供養(10:00～)、
梅料理展示・試食会(11:00～)、
もち投げ(14:00)
■南郷図工・美術作品展(南部
公民館・～12日)

■給与所得者の還付申告受付開
始(御坊税務署、または町役場
税務課で)
■ＢＣＧ予防接種(13:00～・ふ
れ愛センター)
■清川中、防犯教室(13:30～)
■上南部小・高城小・高城中、交
通安全街頭指導

■保育所開放(高城保9:30～・
上南部保10:00～・清川保10:
00～)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

　　この日、サラリーマンな
　　どの方の申告を受付しま
す(9:00～16:00、役場第1庁
舎）。ぜひご利用ください！

■第５回市町村対抗ジュニア
駅伝競争大会(和歌山市)
■岩代大梅林、Live in Iwashiro
(アマチュアバンド演奏)(11:
30 ～)、ダーツゲーム大会(有
料)(14:00～)
■南部梅林、梅の種とばし大
会(12:00～)、もち投げ(14:00)

　プラスチックごみの中にペッ
トボトルが入っている指定袋が
目立つようになりました。
　プラスチックごみとペットボ
トルはリサイクルの方法が違う
ので、混ぜられると困ります。
　ペットボトルはプラスチック
ごみの指定袋に入れないで、地
域の拠点回収ボックスへ入れて
ください。
　町環境課からのお願いです。

　検察審議会制度は、検察官が
被疑者(犯人と思われる人)を裁
判にかけなかったこと(不起訴
処分)のよしあしを、田辺検察
審査会管内８市町の中からくじ
で選ばれた11 人の検察審査員
が審査するという制度です。
　国民の一般的な良識を検察官
の仕事に反映させ、より良い刑
事司法を実現するため設けられ
たこの制度は57 年以上の歴史
があります。この間、検察審査
員として活躍された方々は全国
で50万人を超え、取り扱った事
件は14万件にもなります。その
議決に基づいて検察官が起訴し
た事件も約1,200件に及ぶなど
大きな実績を残しています。
　この制度について、くわしく
は田辺検察審査会事務局(℡22-
2801)へお問い合わせください。

■南部保と愛之園保、梅林遠足
(南部梅林へ)

■南部梅林、ビンゴゲーム大会
(11:00～)、もち投げ(14:00)
■岩代大梅林、野点(有料)(11:
00～)、北道王子太鼓演奏(13:
00～)、もちまき(15:00～)

■岩代小、梅販売・学習発表
会・学級懇談会
■梅の里バレーボール大会(～
5日)

　　(町農業委員会・町農業振興
　　 協議会・町農業士会主催)
   (15:00～・ふれ愛センター)
 講師：(社)全国農業共済協会長
　　　　竹中美晴氏(旧村出身)

編集後記　先月は、正月・新年会
などで飲み過ぎたり食べ過ぎたり
で体重が増えてしまった僕…。実
は２月５日にフルマラソンに挑戦
するのですが完走できるか心配で
す。どうか皆さんの暖かい声援を
よろしくお願いします。さて、２
月といえば梅の花が咲き始めま
す。南部梅林、岩代大梅林ともに
楽しいイベントを用意しています
ので皆さんのご来園をお待ちして
おります。そして、忘れてはいけ
ないのがバレンタインデー。女性
も男性も関係ありません、思いを
寄せる人に思い切って伝えましょ
う。咲かせよう 梅花のような き
れいな花。（良太）

■ひなまつり(各園)
　町内の小学６年生が卒業記
念に参加して、木を植えたり、
どんぐりをまいたりします。
くわしくは、役場農林課(℡
74-3275)へ。
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同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

　清川小学校の６年生 19 人が清川の中をくまなく歩いて、
見て、聞いて、調べて、清川に住む誇りと愛情いっぱいの
地図をつくりました。つくっていくなかで、子どもたちは
良いところをいっぱい発見できたと喜んでいました。

　この子たちは同校
３年生のときにも、県
主催「ふるさとマップ
コンクール」で優秀賞
を受賞しています。

　この地図は県教委
が昨年行った「地図と
図画のコンクール」で
特選を受賞しました。
　なお、コンクールの
受賞作品18点は、昨年
末から１月末にかけ
て、和歌山市の県立図
書館や田辺市のビッ
グ・ユーで展示されま
した。

ビッグ・ユーで、清川小６年生の
子どもたちと清川の地図と

▲

　「地図と図画のコンクール」ではほかにも、上南部中学校
の榎本真美さんと西山純世さんが特選、植野恵理奈さんと水
崎佳奈さんが入選を受賞しました(学年はいずれも２年生)。

西山さん「野中の獅子舞」

榎本さん「須賀神社」

水崎さん「もちまき」

植野さん「須賀神社」
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